
愛徳分教室の交流及び共同学習 
愛徳分教室では、本校の児童生徒との交流学習に取り組んでいる。平成１９年度から本校の作品展に出展

し、作品交流も行っている。また、平成３０年度より長期入院児童の居住地校交流を行っている。 

 ア 目 標 

＜小学部＞ 

・地域の友達とのふれあいを通して、互いのよさを知り、一緒に活動する。 

 ・同年代の友達と楽しく関わる中で、順番や簡単なルールなどを身に付ける。 

 ・いつもと違う集団・環境の中で、自分の力を発揮しようとする。 

＜中学部＞ 

 ・互いのよさを認め合い、協力し合って活動する態度を養う。 

 ・同年代の友達と一緒に楽しく活動する中で、社会性の素地を育む。 

 ・様々な集団・環境の中で、自分の力を発揮しようとする。 

イ 具体的な取組 

（ア）本校との交流及び共同学習 

※令和４年度は新型コロナウイルス感染症の状況により、小学部は本校小学部肢体部自由学級とリモー

トでの交流を実施。中学部については、本校中学部肢体不自由学級とリモートでの交流を実施。 

※ 下記は、令和元年度の実施内容。 

      直接交流           間接交流  

・本校小学部肢体不自由学級との

授業交流 

・本校中学部肢体不自由学級との

授業交流 

・交流する友だちの顔写真やメッセージカードの交換  

・お互いの授業の取組の記録（写真・映像等）を交換 

・音楽の授業を通しての交流  

全校集会で児童の紹介をした。 

（イ）居住地校交流    

※令和４年度は新型コロナウイルス感染症の状況により実施を見送った。 


